
平成２２年２月１７日

「社会人基礎力育成グランプリ２０１０」決勝大会観覧者を募集

－日本で最も「社会人基礎力」が成長した学生チームを選出！－

経済産業省は、大学での授業・活動を通じて、学生の「社会人基礎力」がど

れだけ成長したかを競う「社会人基礎力育成グランプリ２０１０」を開催しま

す。

大学における取組と成長の様子について、学生チームが発表し、日本で最も

「社会人基礎力」が成長したチームを「社会人基礎力大賞」として表彰します。

決勝大会の一般観覧申込を広く受付けます。

１．「社会人基礎力育成グランプリ２０１０」決勝大会の概要

平成２２年３月５日（金）１０：３０～１８：００

東京・有楽町 よみうりホール（読売会館７階）

総合司会：小島 奈津子 氏（フリーアナウンサー）

○全参加校５３大学の中から、昨年１２月に東京・大阪にて開催された

「東日本／西日本地区予選大会」で優秀な成績を修めた８大学の発表

○特別講演・現場で活きる社会人基礎力

「アイデアをカタチにする～『サラリーマンＮＥＯ』ができるまで～」

講師：ＮＨＫ 制作局第２制作センター（エンターテインメント番組）

ディレクター 吉田 照幸 氏

○ＯＢトークセッション「社会人基礎力フル活用！活躍する卒業生」

※平成１９～２１年度経済産業省「社会人基礎力」育成カリキュラ

ム開発モデル校卒業生（社会人１年生）による座談会



＜グランプリ審査委員＞

法政大学大学院教授 諏訪康雄氏（審査委員長）、住友金属工業㈱人事労政部次長

津加宏氏、全日本空輸㈱人事部担当部長兼ＡＮＡ人財大学事務局長 中島啓介氏、

パナソニック㈱グループ採用センター所長 小本洋氏、日本経済新聞社特別企画室

担当室次長 守田正樹氏、ＮＨＫ制作局第２制作センター（エンターテインメント

番組）ディレクター 吉田照幸氏、㈱アクティブラーニング代表取締役社長 羽根

拓也氏、ストラテジック･デシジョン･イニシアティブ㈱代表取締役 森辺一樹氏、

㈱中央電機計器製作所代表取締役 畑野吉雄氏、特定非営利活動法人ＮＰＯカタリ

バ代表理事 今村久美氏（順不同）

観覧お申し込み方法 下記ホームページより、お申し込みください。

http://www.libertas.co.jp/kisoryoku2010/
※報道関係者の方も、お申し込みをお願いいたします。

２．「社会人基礎力」とは？

ビジネスを取り巻く環境や若者が育つ環境の変化に伴い、現代の社会

人には「新しい価値創出に向けた課題の発見」「解決に向けた実行力」「異

文化と融合するチームワーク」といった、どの職種にも共通する基礎的

な能力が求められています。経済産業省ではこのような能力を「社会人

基礎力」と定義し、その育成や普及に取り組んでいます（詳細は次頁に

記載しています）。

３．「社会人基礎力育成グランプリ」とは？

社会人基礎力育成・普及の一環として、平成１９年度より、大学にお

いて「社会人基礎力」の育成に効果的であった授業（ゼミ・研究等）の

成果を学生が発表し、どれだけ成長したかを評価する「社会人基礎力育

成グランプリ」を開催し、大学教職員、学生、企業より大きな反響をい

ただいております。

４．本年度の特徴

本年度のグランプリには昨年度比１３校増の５３校が参加、大学教育

の一環として課題解決型学習やインターンシップ、ゼミ、実習等を通じ

て「社会人基礎力」の育成に取り組んだ事例を発表します。

本年度より東日本・西日本のブロックごとに予選審査を行い、優秀な

成績を修めた上位８校（東西各４校）が今回の決勝大会に出場します。



ご参考 「社会人基礎力」（３つの力・１２の能力要素）

主体性

働きかけ力

実行力 創造力

課題発見力

計画力

前に踏み出す力（アクション）

～一歩前に踏み出し、
失敗しても粘り強く取り組む力～

考え抜く力（シンキング）

～疑問を持ち、考え抜く力～

チームで働く力（チームワーク）

～多様な人々とともに、目標に向けて協力する力～

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

※詳細はこちらのページをご覧ください。

http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.htm

（本発表資料のお問い合わせ先）

経済産業政策局 産業人材政策室

人材開発担当企画官 林

担当 内野、壷井

電 話：０３－３５０１－２２５９（直通）


